
◆ �インプラントオーバーデンチャーの臨床経験豊富な先生方に，
適応症の判断基準，術式の重要ポイント，トラブルへのアフター
フォロー等を臨床例を交えて提示していただきました．

◆ �インプラントオーバーデンチャーのわかりにくい臨床上の要
点について，Q＆A形式にて丁寧に解説していただきました．

◆ �超高齢社会の重要な欠損補綴選択肢として存在感の増してい
るインプラントオーバーデンチャーの最新知見と基本知識，
文献考察を整理した一冊です．

前田芳信・萩原芳幸・和田誠大［編著］

大久保力廣・奥野幾久・亀田行雄・倉嶋敏明・添田義博・ 
田中譲治・中居伸行・永田省藏・松下恭之

［執筆］
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インプラントオーバーデンチャー
臨床のスタンダードがここに！

◆ A4判変型／160頁／カラー
◆ 定価 （本体 6,300円＋税）
注文コード：370610

S t a n d a r d  o f  I m p l a n t  
O v e r d e n t u r e s



★必要事項をご記入のうえ，FAX.03-5395-7633にご送信ください．★弊社ホームページhttp://www.ishiyaku.co.jp/からもご注文いただけます．

知っておくべきインプラントオーバーデンチャー

医歯薬出版　ご注文承り書
隔月刊「補綴臨床」別冊  知っておくべきインプラントオーバーデンチャー � （�　　）冊
隔月刊「補綴臨床」別冊  エイジングインプラントロジー� （�　　）冊
隔月刊「補綴臨床」別冊  なぜ壊れ，どう直すのか Denture repair � （�　　）冊
●納入店ご指定希望 

  　　　　　　　     ●直送希望

● お名前

● TEL

● ご住所（〒　　　-　　　　）

※納入店のご指定の場合
　手数料はかかりません．

ご指定納入店名

（   2つの方法から）お選びください．

※  ②の後払いの請求書は 
(株)ネットプロテクションズ
から別送となります．

① 代引　450円

② 後払い400円※

好評発売中●補綴臨床 別冊

村田比呂司・馬場一美　編
『義歯の修理』にフォーカスをあて，“義歯の修理の
理論から実践まで”を体系立てて解説！ 
本書一冊で『義歯の修理』のすべてがわかります！

隔月刊「補綴臨床」別冊
なぜ壊れ，どう直すのか�
Denture repair 
部分床義歯・全部床義歯・インプラントオーバーデンチャー 

■ A4判変型／174頁／カラー  ■ 定価（本体6,300円＋税）  注文コード：370580

佐々木裕芳・萩原芳幸・米山武義　編著
患者のライフステージを見据えた
超高齢社会のインプラント治療像がここに——

隔月刊「補綴臨床」別冊

エイジング
インプラントロジー
超高齢社会の全身管理・補綴設計・口腔ケア

■ A4判変型／160頁／カラー  ■ 定価（本体6,300円＋税）  注文コード：370560

インプラントオーバーデンチャー 
トップランナーの考え方と臨床

■ �上顎IODの成功率は下顎IODに比較して明らかに低く，固定性
よりも確実に劣る．特に，対合歯列が義歯ならばよいが，天然
歯の場合は要注意である．（大久保力廣）

■ �IODを計画する場合，まずどの位置に何本のインプラントを埋
入するかを検討するのではない．ましてや，インプラント埋入
後にアタッチメントを選択し，新義歯製作にとりかかるべきで
はない．（奥野幾久）

■ �IODの適応症は，処置前に可撤性の義歯を使用し，ある程度義
歯に慣れていて，可撤性に対する抵抗の少ないアクティブシニ
アが対象となる．（亀田行雄）

■ �IARPDについては残存天然歯の歯列内配置，対咬関係，健康
度，解剖学的制約，インプラントの役割について考慮する必要
がある．（倉嶋敏明）

■ �IODは通常の義歯に比べて強い咬合力を受けるため，長期的に良
好な予後を達成するため補強構造を考慮した設計が重要である．�
� （添田義博）

■ �IODは全く沈み込まないインプラントと沈み込む粘膜上にあるた
め，力学的設計を誤ると大きなトラブルに遭遇することがある．
設計においては慎重に検討することが肝要である．（田中譲治）

■ �将来的に無歯顎に進行しがちな状況下で，IARPD（T-IOD）は
持続可能な補綴設計の布石として，また患者のナラティブに寄
り添いやすいという点でも現実的に有用である．（中居伸行）

■ �対顎に対する必要な回復度から，インプラント数，支台装置を
考慮する．（永田省藏）

■ �IOD�の利点・欠点はインプラント支持，粘膜支持の割合により
捉え方が変わりうる．（松下恭之）

インプラントオーバーデンチャー 
臨床の疑問に答えるQ＆A

Q��インプラントオーバーデンチャーを作製する際に，�
従来の総義歯と同様に辺縁形成をするべきか？�

Q��インプラントオーバーデンチャーに付与する咬合様式は�
どのように決めればよいのか？�

Q��インプラントオーバーデンチャーにおけるインプラントの�
埋入位置・本数はどのように決めればよいのか？�

Q��インプラントオーバーデンチャーに使用するアタッチメントの
種類はどのように選べばよいのか？

Q��上顎インプラントオーバーデンチャーの口蓋部の有無は�
どのように判断すればよいのか？�

（萩原芳幸）
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